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昭和53年 4月
人 ロ 男 2,015人

女 2,059人

計 4,074人

世帯数

1,104世帯

(53 3 31現在）
.,, 

昭和53年度当初 ． 積極型予算

塵樗業と生9詈墓盤菫鑽竃重点1:
会計別予算額

一般会計 9f意1,400万円

国保特別会計 1億9,470万円

簡水特別会計 2億4,520万円

学校給食特別会計 3,500万円

車両等特別会計 818万円

合 計 1茄意9,708万円

(7億1,000万円）

(1億7,QOO万円）

( 600万円）

( 3,600万円）

( 1, 150万円）

(9億3,350万円）
( ) =52年度

昭
和
五
十
三
年
度
の
主
要
な

施
策
と
し
て
次
の
七
項
目
の
柱

を
立
て
、
振
興
を
図
る
こ
と
と

，

し
て
い
ま
す
。

―
町
民
生
活
の
基
盤
整
備
の
た

め
に

0
道
路
等
交
通
通
信
網
の
整

〇
肉
用
牛
飼
育
事
業
（
六
〇

3
 

0
万
円
）

国
農
林
水
産
・
商
工
振
興
の
た
表

町
民
に
密
着
し
た
行
政
を
効

果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
ま
た

均
衡
の
と
れ
た
町
の
進
展
を
期

す
た
め
、
既
定
の
諸
施
策
、
諸

計
画
の
上
に
社
会
状
勢
を
勘
案

し
な
が
ら
、
当
初
重
点
主
義
の

積
極
的
予
算
と
し
て
絹
成
さ
れ

備
を
は
か
る
（
一
億
二
、
八

三

0
万
円
）

0
簡
易
給
水
施
設
整
備
に
（
一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
九

二
億
三
、

0
0
0
万
円
）
億
一
千
四
百
万
円
で
昨
年
当
初

〇
消
防
施
設
の
整
備
に
（
一
、

二
0
二
万
円
）

0

下
排
水
・
飲
料
水
施
設
に

（
八
、
八

0
0
万
円
）

口
医
療
確
保
の
た
め
に

〇
歯
科
診
療
所
の
整
備
（
三

0
0
万
円
）

国
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上

の
た
め
に

0
教
貝
住
宅
の
建
設
（
二
、
九

0
0
万
円
）

〇
児
童
補
助
。
フ
ー
ル
(
-
五

0
万
円
）

夜
間
体
育
照
明
施
設
に
（

（
九
七

0
万
円
）

0

テ
レ
ビ
・
放
送
施
設
に
（

九
四
八
万
円
）

園
老
人
の
生
き
が
い
対
策
と
し

て

主な事業内容と予算額
部門 主な仕事 予算額（万円） 部門 主な仕 事 予算額（万円）

総 務 広報活動 96 地域農政特別対策 ⑯ 2,396 

広聴活動 15 土地改良補助 4,390 

緊急対策 50 プル事業 500 

防犯 30 畜産振興 （老人いきがい対策） 600 

交通安全 195 林業振興補助 300 

町民運動 96 山林防除 537 

放 送 338 林構関連緊急対策 ⑯ 3,788 

テレピ難視対策 610 特用林産振興対策 ⑯ 668 

民 生 重度心身障害者医療 306 水産業 12 

老人検診 50 商工観光 商工振興補助 78 

ホームヘルパー 180 観光 425 

老人医療 2,070 土 木 道路維持 777 

国民年金 176 道路新設改良舗装(9) 7,364 

地方改善事業道路舗装 900 II 新設 150 

II 下排水 700 II 改良(2) 3,770 

II 飲料 水 180 簡易舗装 500 

児童手当 1,374 災害復旧 土木施設 52 

母子福祉 30 農業施設 650 

保育所 1,549 教‘ 育 教員住宅 2,900 

衛 生 歯科診療 300 夜間体育照明施設 970 

母子センター分娩補助 53 児童用補助プール 150 

0オ児医療 75 消 防 消防施設（消火栓他） 970 

薬剤費 94' II （防火水そう他） 232 

検診委託料 124 繰出金 国保特別会計ヘ 189 

環境衛生剤 145 簡水特別会計ヘ 912 

農林水産 結婚相談 18 給食特別会計ヘ 1,417 

産業振興対策 1,053 車両特別会計ヘ 373 

山村地域特別対策⑯ 6,096 

予
算
と
の
比
で
、
二
億
四
百
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

主
要
施
策
と

事
業
費
の
概
要

〔
一
般
会
計
〕

新
規
事
業
の
採
用
等
で

二
億
四
百
万
円
の
増

て
い
ま
す
。

一
方
、
国
、
地
方
を
問
わ
ず

問
題
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
財
政
難

に
対
処
す
る
た
め
、
事
務
的
物

件
費
は
一
〇
ー
ニ

0
％
の
節
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
編
成
の基

本
方
針

昭
和
五
十
三
年
度
の
肱
川
町
予
算
は
、
三
月
十
一
日
に
招

集
さ
れ
た
第
一
―
八
回
肱
川
町
議
会
に
提
案
さ
れ
、
六
日
間

の
審
議
を
経
て
同
月
十
六
日
に
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
（
表

1
)

五
十
三
年
度
の
予
算
が
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
編
成
さ
れ
、

ど
ん
な
仕
事
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
そ
の
概
略
を
追
っ
て

見
ま
し
ょ
う
。

め
に

0
地
域
農
政
特
別
事
業
（
二
、

三

0
0
万
円
）
⑯

0
林
構
緊
急
事
業
（
三
、
七
九

0
万
円
）
R

0

特
用
林
産
事
業
（
六
七
〇

万
円
）
⑯

0
山
村
地
域
特
別
事
業
（
六
、

0
0
0
万
円
）
⑯

0
産
業
振
輿
事
業
（
一
、

0
0

0
万
円
）

0
畜
産
振
興
事
業
（
五

0
0

万
円
）

因
特
色
あ
る
観
光
開
発
・
振
興

の
た
め
に

・

〇
商
工
観
光
(
-
、
四
八

0
万
円
）

心
緊
急
事
業
に
対
処
す
る
た
め

0
（五

0
万
円
）

れ
は
農
林
業
四
つ
の
新
規
事
業

の
採
用
の
ほ
か
当
初
重
点
予
算

に
よ
る
も
の
で
す
。
項
目
別
の

昨
年
度
と
の
比
較
は
（
表

2
)
に

示
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業
内
容

と
予
算
額
は
‘

（表

3
)
の
と

お
り
で
す
。

又
性
質
別

の
歳
出
内
訳

は
、
（
表

4
)

の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま

す。〔
国
保
特
別

会
計
〕五

十
三
年

度
の
国
保
会

計
は
保
健
婦

活
動
経
費
が
、

一
般
会
計
ヘ

廻
わ
さ
れ
た

た
め
総
額
に

お
い
て
減
少

す
る
筈
で
す

が
、
保
健
給

f‘ 

表

2

一
般
会
計
項
目
別
比
較

外
側

1153
年
度
分
）

（
内
側
1152
年
度
分

＾ 
集
音
マ
イ
ク

0
青
申
以
外
の
高
額
所
得
者

三
十
四
名
が
来
庁
。
「
不
景

気
で
税
金
に
回
す
の
は
無
い

ぞ。
」
の
声
多
し
、
内
容
も
昨

年
比
ゼ
ロ
か
ら
マ
イ
ナ
ス
ヘ
、

不
の
影
響
如
実
（
％
ー

％
納
税
相
談
）

〇
雨
中
で
あ
っ
た
が
放
水
テ

ス
ト
を
三
ヶ
所
で
行
う
。
「
使

う
こ
と
は
い
け
ん
が
、
心
丈

夫
じ
ゃ
の
う
」
は
地
元
の
声

（
％
上
石
丸
消
火
栓
完
了
検

査）0
五
十
三
年
度
予
算
等
審
議
、

十
六
人
の
議
員
と
町
理
事
者

の
目
は
新
し
い
年
度
へ
。
思

い
は
ひ
と
つ
＂
町
民
福
祉

Ii

（％
1
％
町
議
会
定
例
会
）

〇
残
雪
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、

女
子
生
徒
の
あ
っ
た
か
ー
ぃ

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
は
し

ゃ
い
だ
一
日
が
良
き
想
い
出

と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
(
%

御
在
所
山
へ
肱
中
卒
業
生
巣

箱
か
け
）

0
六
九
人
の
若
人
た
ち
。
山

紫
水
明
の
肱
川
の
担
い
手
と

し
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
祈

る
。
（
％
肱
中
卒
業
式
）

0

長
さ
九
十
M
、
幅
九
•
五

M
、
エ
費

一
億
五
千
三
百
万

円
で
新
橋
完
成
、
開
通
式
に

は
、
三
世
代
家
族
二
組
に
続

い
て
中
野
小
鼓
笛
隊
が
雨
の

中
渡
り
始
め
を
し
、
新
大
橋

の
安
全
を
祈
願
し
た
。
（
％
待

望
の
鹿
野
川
大
橋
竣
工
式
）

0
ニ
コ
／
＼
‘
ニ
コ
／
＼
＼
、
五

十
年
の
実
績
が
こ
の
ふ
く
よ

か
な
笑
顔
を
創
造

3

藷
婚
生
活
の
永
続
は
、
夫

婦
の
和
以
外
何
も
な
し
、
夫

婦
の
和
は
お
互
い
の
い
た
わ

り
の
心
以
外
何
も
な
し
Ii

町

内
の
御
夫
婦
の
皆
さ
ん
、
こ

の
先
輩
を
手
本
と
し
、
後
へ
｀

続
き
ま
し
ょ
う
。

（
誓
婚
式
：
七
組
を
祝
う
）

「大切|こ.J運動 5月の目標は‘明るい家庭をつくりましょう、、



表4

広報 ひじかわ

一般会計性質別歳出内訳（単位千円）

5千万円

4千万円 一

3千万円一

町
税
は
大
切
な

自
主
財
源

2千万円一

町
税
は
、
五
、

0
四
二
万
円
で

付
費
の
増
加
は
、
続
い
て
見
込

め
る
た
め
、
二
、
四
七

0
万
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
会
計
は
、
大
規
模

②
な
改
良
、
増
設
事
業
を
実
施
す

ー2

る
た
め
、
二
億
三
、
0
0
0
万
円

4

余
り
の
大
巾
な
予
算
増
加
と
な

．
っ
て
い
ま
す
。

3
 

5
 

学

校

給

食

会

計

は

、

年
度
と
ほ
ぼ
同
規
模
で
三
、

0
0
万
円
の
予
算
で
す
。

五昨

町
車
、
ひ
ま
わ
り
、
グ
レ
ー

ダ
ー
な
ど
の
車
両
運
営
会
計
は

車
の
更
新
予
定
が
な
い
た
め
、

三

0
0
万
円
余
り
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
種
類
別
比
率
は
（
表

2
)

の
上
半
円
の
と
お
り
で
す
。

国
県
支
出
金
及
び
町
債
の
額
は
、

国
県
の
大
き
な
補
助
事
業
の
採

択
如
何
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

と
い
え
ま
す
。

〔
車
両
等
運
営
特
別
会
計
〕

〔
学
校
給
食
特
別
会
計
〕

〔
簡
水
特
別
会
計
〕

畷：

1千万円一

金額

r 構成比
2：ロ

科

.,.. 目

213, 

人

件

費

物

件

費

4.0 

扶

助

費

6
 

,
2
 

4

6

 

7
 

8.2 

補
助
費
等

3
 

,
9
 

6

3

 
，
 10.4 
公

債

費

5千万円 I

4千万円ー

3千万円＿

”299-

二 二ニ・艮三
テープカットをする、左から菅谷松尾橋梁部長・大野町
長・久保田肱川建設社長・沼川大；州中央土木事務所長

五
・
五
％
の
少
額
の
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
と
共

に
大
切
な
自
主
財
源
の
役
目
を

果
し
て
い
ま
す
。

町
税
の
う
ち
、
木
材
引
取
税

は
、
松
ク
イ
虫
に
よ
る
松
材
被

害
を
考
慮
し
て
、
税
率
を
元
か

ら
元
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

鹿
野
川
大
橋
完
成

．

三
世
代
夫
婦
が
渡
り
初
め

昭
和
四
十
九
年
か
ら
工
事
を
道
で
、
両
側
に
一
•
五
〗
ぃ
の
歩

進
め
て
い
た
、
肱
川
と
河
辺
川
道
を
併
設
し
た
、
三
径
間
連
続

の
合
流
地
点
に
か
か
る
、
鹿
野
鋼
鋲
ゲ
タ
の
近
代
橋
で
す
。

川
大
橋
が
三
月
二
十
七
日
開
通
工
事
費
は
、
二
億
五
千
三
百

し
ま
し
た
。

？

万
円
で
、
完
成
ま
で
に
四
年
の

完
成
し
た
鹿
野
川
大
橋
は
、

ク、

歳
月
を
要
し
ま
し
た
。

全
長
九
十

M
、
幅
九
・
五
昌
゜
竣
工
式
は
、
三
月
二
十
七
日

中
央
六
•
五
2
い
が
二
車
線
の
車
午
前
十
一
時
か
ら
春
雨
煙
る
中

2千万円一

1千万円一

|
 

金 額 356,242 
8
 

,
2
 

7

0

 

8
 

,
0
 

8

0

 

ー

2
 

,
7
 

6

9

 

ー

で
、
地
元
県
議
、
町
議
会
議
員

そ
の
他
関
係
者

90
人
の
出
席
を

得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
ご
そ
か
な
神
事
の
あ
と
、

沼
川
大
洲
中
央
土
木
事
務
所
長
、

大
野
町
長
、
工
事
施
行
者
が
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
、
三
世
代

夫
婦
が
同
居
し
て
い
る
二
宮
真

実
さ
ん
（
下
鹿
野
川
）
と
上
田
安

盛
さ
ん
（
小
藪
）
一
家
を
先
頭

に
、
約
九
十
人
の
列
席
者
が
渡

り
初
め
を
行
い
、
中
野
小
学
校

児
童
た
ち
も
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
と

旗
行
列
を
繰
り
広
げ
て
、
新
橋

の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、

構成比 39.0 % 0.8 2.0 1.8 

科 至几並
ロ又日

目

費通

建

災

害

復

旧

費

繰

出

金

そ

の

他

昭
和
十
一
年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
昭
和

二
十
年
九
月
十
七
日
に
来
襲
し

た
枕
崎
台
風
に
よ
る
大
洪
水
の

た
め
流
失
し
、
廃
止
に
な
っ
て

い
た
渡
し
舟
が
再
び
復
活
を
余

議
な
く
さ
れ
、
人
々
の
往
来
の

便
に
供
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
時
の
農
林
産
物

の
う
ち
生
産
物
の
大
半
を
し
め

て
い
た
木
炭
の
出
荷
に
は
頭
を

悩
ま
し
、
流
失
を
ま
ぬ
が
れ
た

橋
台
を
利
用
し
て
、
応
急
的
に

ワ
イ
ヤ
ー
ロ

ー
プ
を
張
り
架
線

に
よ
る
運
搬
を
は
じ
め
ま
し
た

が
、
能
率
は
上
ら
ず
、
早
期
架

[~..,,_. - ：ニーニる-.年-----C -
三世代夫婦二宮真実さんと上田安盛さん一家を先頭に渡
り初め

r“ 

肱川と河辺川の合流地点にかかる鹿野川大橋

橋
を
望
む
住
民
の
声
は
日
増
し

に
募
っ
て
い
ぎ
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
状
態
が
五

i
六

年
も
続
き
、
よ
う
や
く
昭
和
二

十
六
年
六
月
に
吊
り
橋
（
全
長

百
―

M
、
幅
三
昇
）
が
完
成
し
、

地
域
の
よ
ろ
こ
び
は
ひ
と
し
お

で
し
た
。

以
来
二
十
数
年
、
時
代
の
変

遷
と
共
に
交
通
需
要
は
増
大
し
、

橋
の
老
朽
化
も
合
わ
せ
て
、
狭

隣
と
な
り
、
今
日
の
よ
う
に
車

両
の
大
型
化
、
重
量
化
に
は
と

う
て
い
た
え
ら
れ
な
い
危
険
な

状
況
に
な
り
、
五
十
昇
上
流
に

新
し
い
鹿
野
川
大
橋
が
架
設
さ

れ
ま
し
た
。

吊
り
橡
は
四
月
中
に
と
り
壊

さ
れ
て
、
二
十
七
年
間
に
わ
た

る
歴
史
を
閉
じ
ま
す
。

中野小学校全児童による鼓笛パレードと旗行列

ル
コ
ー
ル
を
や
め
た
だ
け
で

治
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

カ
ラ
シ
、
ワ
サ
ビ
、
コ
シ

ョ
ウ
な
ど
の
香
辛
料
は
、
食

欲
増
進
の
た
め
少
量
用
い
る

こ
と
は
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま

せ
ん
。牛

肉
、
魚
、
卵
、
牛
乳
な

ど
の
よ
う
な
良
質
蛋
白
質
を

多
く
と
る
と
と
も
に
、
食
事

を
正
し
く
と
る
こ
と
を
よ
り

心
が
け
る
こ
と
。
一
回
の
食

事
は
十
分
食
べ
て
も
、
次
の

贔
を
と
ら
な
か
っ
た
り
、

簡
単
に
す
ま
せ
て
し
ま
う
よ

う
で
は
効
果
が
薄
く
な
り
ま

す。
こ
の
意
味
で
お
勤
め
の
人

は
弁
当
持
参
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

肝臓病の

食 事

昔
か
ら
肝
蔵
病
に
は
シ
ジ

ミ
汁
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
シ
ジ
ミ
汁
に
胆
汁
を
腸

の
方
へ
分
泌
さ
せ
る
働
き
を

す
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
肝

臓
は
治
り
ま
せ
ん
。
シ
ジ
ミ

汁
を
過
信
す
る
人
の
中
に
は

昔
流
に
脂
肪
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で

す
が
、
脂
肪
は
タ
ン
パ
ク
質

と
一
緒
に
と
れ
ば
、
肝
臓
に

害
を
与
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん

い
け
な
い
の
は
ア
ル
コ
ー

ル
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
起

因
す
る
肝
臓
の
病
気
は
、
ア

--ゞ
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表 1 受 吾
Rク 状 況 （昭和50年度～52年度）

40 オ 45 オ 55 オ ｀ 全体
区分

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

対象者数 81 80 161 77 97 174 76 86 162 234 263 497 

受診者数 28 54 82 37 64 101 23 51 74 88 169 257 

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

受診率 34.6 67.5 50.9 48.1 66.0 58.0 30.3 59.3 45.7 37.6 64.3 51.7 

表2 受 言
Aク 結 果

該 当 者 数

区 分 40 オ 45 オ 55 オ 全体

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

正 常 22 36 58 26 45 71 16 34 50 64 115 179 

要注意 2 8 10 4 5 ， 5 11 16 1 1 24 35 

要精査 2 5 7 3 6 8 1 

゜
1 6 11 17 

要医療 2 5 7 4 8 12 1 6 7 7 19 26 

；ヽ

計 28 54 82 37 64 101 23 74 88 169 51 257 

昭
和
五
十
年
度
か
ら
、
四
十

オ
、
四
十
五
オ
、
五
十
五
オ
の

誕
生
日
を
む
か
え
ら
れ
た
人
に

は
、
県
の
補
助
を
受
け
て
、
診

察
、
血
圧
測
定
、
検
尿
、
心
電

図
等
の
誕
生
日
検
診
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
高
血
圧
や
心

臓
病
は
長
い
間
に
進
ん
で
き
て

た
め
、
初
め
の
う
ち
は
全
く
自

分
で
気
が
つ
き
ま
せ
ん
。
相
当

高
血
圧
が
進
ん
で
き
て
も
症
状

が
な
い
こ
と
も
多
く
、
脳
卒
中

や
心
臓
発
作
を
起
こ
す
ま
で
な

ん
ら
気
に
な
る
症
状
が
な
か
っ

た
と
い
う
例
が
大
多
数
で
す

C

こ
の
た
め
に
積
極
的
に
健
康

診
断
を
受
け
て
、
病
気
の
有
無

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
目
的
で
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
（
表
l
)
の
よ
う

に
五
十
年
度
か
ら
五
十
二
年
度

の
三
年
間
で
対
象
者
四
九
七
人

の
う
ち
二
五
七
人
（
五
一
・
七

％
）
の
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

（
残
り
の
二
四

0
人
は
自
分
の

身
体
に
自
信
が
あ
る
の
か
、
仕

事
が
い
そ
が
し
い
の
か
？
）

次
に
（
表

2
)

の
よ
う
に
受

診
し
た
二
五
七
人
の
受
診
結
果

を
み
ま
す
と
八
十
七
人
（
三
十

三
・
九
％
）
の
人
が
何
ら
か

の

病
気
に
つ
い
て
注
意
を
受
け
て

い
ま
す
。

次
に
注
意
を
さ
れ
た
八
十
七

人
の
病
類
名
を
み
る
と
、
（
表

3
)

の
よ
う
に
高
血
圧
が
最
も
多
く

二
十
三
人
（
二
十
六
•
四
％
）
、

次
い
で
心
臓
病
十
七
人
と
続
い

て
い
ま
す
。

受
診
者
の
三
割
が
要
注
意

誕
生
日
検
診
を
終
え
て

こ
れ
ら
高
血
圧
は
脳
卒
中
、

心
臓
病
等
い

わ
ゆ
る
成
人

病
の
下
地
と

な
っ
て
お
り
、

高
血
圧
を
予

防
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
成

人
病
も
予
防

で
ぎ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま

す。
誕
生
日
検

診
事
業
は
終

り
ま
し
た
が
、

今
元
気
だ
と

思
っ
て
い
る

人
も
、
定
期

的
に
健
康
診

断
を
受
け
て

安
心
し
て
働

き
た
い
も
の

で
す
。

表3 検診結果の疾病名とその該当者数

ヽ

人
は
誰
で
も
、
災
害
や
事
故

に
よ
っ
て
、
負
傷
し
た
り
急
病

に
よ
っ
て
生
命
に
危
機
感
が
あ

る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
す
み

や
か
に
医
師
の
診
察
と
治
療
を

受
け
た
い
と
い
う
、
切
実
な
要

求
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

が
安
易
に
考
え
ら
れ
て
は
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（表

1
)
は
、
一
年
間
の
救
急

車
出
動
件
数
一
覧
表
で
す
。

こ
れ
で
み
る
と
、
急
病
が
も

っ
と
も
多
く
、
つ
い
で
交
通
事

故
、
そ
の
他
、
一
般
負
傷
と
な

っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
休
日
、
夜
間
に
お
け
る

出
動
件
数
を
み
る
と
、
（
表

2
)

の
よ
う
に
、
急
病
、
交
通
事
故
、

一
般
負
傷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夜
間
の
急
病
の
中
で
、
よ
く

気
を
つ

け
て
お
れ
ば
、

前
日
か

あ
る
い
は
、
当
日
も
早
い
う
ち

に
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

四
人
に

一
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ

る
も
の
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
家
族
の
健
康
状
態
に

気
を
つ
け
あ
い
、
変
だ
と
感
じ

た
ら
、
す
み
や
か
に

治
療
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
救
急
車
の
出

動
を
依
頼
さ
れ
る
時

は
‘
次
の
点
を
と
く
に

た
し
か
め
て
連
絡
し

て
下
さ
い
。

曰
ど
こ
の
誰
が
、
ど

ん
な
病
気
、
ケ
ガ

で
、
今
ど
の
よ
う

な
状
態
か
、
事
故

の
程
度
は
。

口
要
請
、
通
報
し
て

い
る
人
は
。

口
事
故
の
発
生
し
た

場
所
は
、
大
き
な

目
標
が
あ
れ
ば
‘

そ
れ
を
知
ら
ぜ
る
。

表 1 出動件数 （昭和52年 1月1日～12月31日）

人は急綱
救急業務の状況

該 当 者 数

疾病名 40 オ 45 オ 55 オ 全 体

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

疾高血庄性患 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

2 6 8 6 7 13 3 ， 12 11 22 33 

心臓疾患 2 4 6 2 7 ， 
゜

2 2 4 13 17 

肝の臓っ疾・胆患 1 5 6 3 5 8 1 

゜
1 5 10 15 

腎臓疾患

゜
2 2 1 1 2 

゜
1 1 1 4 5 

糖尿病 2 1 3 1 3 4 

゜
1 1 3 5 8 

胃腸疾患

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚疾その他患の 1 2 3 2 2 4 

゜
2 2 3 6 ， 

合 計 8 20 28 15 25 40 4 15 19 27 60 87 

区分I急病I交通事故I一般負傷I労働災害1人災水難I運動競技Iその他I計

51年 26 1 1 15 3
 

ー 4
 

52年123 1 

その他…••転医、

14 7
 

4
 

11 

｀〗あめでとうございます塁い々に婚

□証髯 七組の合同金婚式 二閃胃
あ話つ 同で十
りしてまなた記こ金祝品こ杯場式 で肱月金-,.年
方は貰し祝後念と 婚辞贈と‘で場公行川二婚；、
を‘った宴‘式ば者‘呈ば主‘と民い町十式れ長
し夫たがに和をな代祝‘‘催記同館ま公九

‘移や行ど表吟来記者念じ結し民日
を 、たい

み婦五 ‘七風
じと十全りかつのの‘賓念のの会婚た館に 三 組 雪

ねたきり老人等。

休日・夜間における出動状況

区分I急病 1交通事故 1一般負傷 1労働災害い、災水難I運動競技Iその他I計

表2

51年 13 6
 

6
 

ー ー 27 

52年

，
 

3
 

3
 

ー 16 

み
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
ば
か

り
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
の
心
境
は
‘

新
聞
で
み
た
歌
と
そ
っ
く
り
だ

と
次
の
よ
う
な
歌
を
紹
介
し
た

人
も
あ
り
ま
し
た
。

泣
き
笑
い

助
け
は
げ
ま
し
五
十
年

こ
の
妻
あ
り
て

わ
れ
も
ま
た
あ
り

（
大
谷
・
都
谷
）

五
十
二
年
度
に
金
婚
式
を
迎

え
ら
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で

す。⑥
坪
田
嘉
儀
実
（
協
生
）
⑥
奥

田
睦
太
郎
ノ
ブ
ヲ
（
共
栄
）

◎
一
宮
重
治
ヒ
サ
ヲ
（
森
）

⑥
沖
野
藤
徳
ヨ
シ
ヲ
（
小
藪
）

◎
二
瀬
音
吉
シ
マ
（
市
の
畦
）

⑥
和
気
久
衛
一
代
（
上
嵯
峨

谷）ま
た
、
急
病
人
な
ど
の
場
合

は
家
族
の
だ
れ
か
が
本
道
ず
で

出
て
誘
導
し
て
も
ら
え
れ
ば
そ

れ
だ
け
早
く
現
場
に
到
着
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
特
に

夜
間
）

四
救
急
車
は
役
場
町
民
課
ま
で

（
電
話
二
三
―
-
）

男
の
子
は
「
野
球
選
手
」

女
の
子
は
「
幼
稚
園
の
先
生
」

ー
大
き
く
な
っ
た
ら
な
り
た
い
人
1

子
供
た
ち
は
い
ま
、
な
に
を

考
え
、
悩
み
、
ど
ん
な
遊
び
を

し

て

い

る

の

だ

ろ

う

さ

き

ご
ろ
総
理
府
が
ま
と
め
た
五
十

二
年
版
「
青
少
年
白
書
」
は
、

子
供
た
ち
の
全
体
像
を
浮
き
ぼ

り
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
の
い
く
つ
か
を
紹

介
す
る
と
—
~

°

＾
遊
ぴ
は
テ
レ
ピ
で
〉

小
学
生
の
ふ
だ
ん
の
遊
び
は

「
テ
レ
ビ
を
見
る
」
が
、
男
女
と

も
に
ト
ッ
プ
。
つ
い
で
「
本
、
マ

ン
ガ
を
読
む
」
「
自
転
車
乗
り
」

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
昭
和
二
十
九
年
当
時

の
小
学
生
の
”
遊
び
ベ
ス
ト
ス

リ
ー
“
「
な
わ
と
び
」
「
鬼
ご
っ

こ
」
「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
と
比
べ

る
と
、
遊
び
方
も
ガ
ラ
リ
と
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す。〈
な
ん
で
も
話
し
合
え
る
友
達
を
〉

ど
ん
な
友
達
が
欲
し
い
か
‘

と
い
う
問
に
対
し
て
答
の
多
か

っ
た
の
は
「
な
ん
で
も
話
し
合

- ·ビ• ・・.．・ 
三 ．． ~ • ・ •—· •~ • 1 • ・ •• -~. ・ヂ

川町餌細合婚

え
る
」
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教

え
て
く
れ
る
」
「
秘
密
を
守
れ
る
」

人
が
、
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
《
欲
し
い
友
達
》
の
条
件
と

し
て
は
「
ス
ポ
ー
ツ
が
上
手
」
「

勉
強
が
で
き
る
」
「
遊
び
道
具
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
」
な
ど

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

＾
華
や
か
な
職
業
に
あ
こ
が
れ
〉

大
き
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な
仕

事
を
す
る
人
に
な
り
た
い
か
ー

小
学
校
の
男
子
の
半
数
以
上
（

五
五
％
）
は
「
プ
ロ
野
球
選
手
」

女
子
の
半
数
近
く
（
四
四
％
）

が
「
幼
稚
園
の
先
生
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

次
い
で
男
の
子
は
二
番
目
が

「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
」
＝
一
番
目
が
「

科
学
者
」
ま
た
女
子
は
二
番
目

が
「
歌
手
」
三
番
目
は
「
美
容

師」
。
女
子
の
幼
稚
園
の
先
生
は

別
と
し
て
、
い
ず
れ
も
華
や
か

な
職
業
を
望
ん
で
い
ま
す
。

｀

＾ 

式終了後記念撮影
-

さ
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c 

手づくりの巣箱をかける肱川中学校 3年生

肱
川
町
大
谷
の
御
在
所
山
（

六
六
八

M
)
の
山
頂
に
、
肱
川

中
学
校
三
年
生
六
十
九
人
が
、

巣
箱
の
材
料
は
森
林
組
合
が

提
供
し
、
学
校
教
育
の
一
貫
と

し
て
山
岡
希
生
教
諭
の
指
導
の

も
と
で
、
全
校
生
徒
が
百
個
の

手
づ
く
り
に
昨
年
七
月
よ
り
取

り
か
か
り
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
山
の
中
腹
に
あ
る
森
林
総
合

案
内
所
ま
で
行
き
、
女
子
生
徒

は
昼
食
準
備
に
と
残
り
、
男
子

生
徒
は
手
づ
く
り
の
巣
箱
を
片

手
に
山
頂
一
・
三
キ
。
の
山
道
へ

と
登
り
、
そ
れ
ぞ
れ
樹
木
に
思

い
を
こ
め
て
取
り
つ
け
て
い
ま

し
た
。巣

箱
掛
け
は
二
時
間
ば
か
り

の
作
業
で
し
た
。
女
子
生
徒
が

待
つ
案
内
所
へ
と
足
を
運
び
、

手
料
理
を
囲
ん
で
巣
箱
掛
け
を

終
り
ま
し
た
。

中
学
を
巣
立
つ
生
徒
は
巣
箱

掛
け
に
よ
っ
て
＂
ふ
る
さ
と
肱

川
II

を
大
切
に
し
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

御
在
所
山
「
憩
の
森
」
に

巣
箱
か
け

日
本
国
憲

法
は
「
基
本

的
人
権
の
尊

重
」
を
甚
本

理
念
の
一
っ

と
し
て
お
り

ま
す
。

「
基
本
的
人

権
」
（
略
し
て

「
人
権
」
と
も

い
う
）
と
は
‘

「
す
べ
て
の

人
間
ぱ
、
生

れ
な
が
ら
に

し
て
自
由
、

平
等
で
あ
り
、

人
間
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
物
質
的
に
も
、
精

神
的
に
も
幸
福
な
生
活
を
お
く

¥` 人権尊重、、は憲法の基本理念

5月1日から憲法週間

五
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は

憲
法
週
間
で
す
。

る
権
利
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
人
権
は
、
自
己
に
存
す

る
と
同
様
他
人
に
も
等
し
く
存

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

自
己
の
権
利
を
主
張
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
他
人
の
人
権
を
も

尊
重
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

憲
法
週
間
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、
．
私
た
ち
の
日
常
生
活
の

中
で
、
「
人
権
」
に
つ
い
て
も
う

一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

憲
法
が
保
障
す
る
人
権
が
、

現
実
に
は
、
全
面
的
に
尊
重
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
態

交
通
事
故
は
、
事
故
の
処
理

か
ら
賠
償
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
が
生
じ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
最
近
で
は
諸
問
題
の
複

雑
化
に
加
え
、
悪
質
示
談
屋
等

が
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

県
で
は
、
交
通
事
故
被
害
者

や
、
そ
の
関
係
者
の
方
々
の
悩

年一家
木

ぃ材比呂奄、

cf
・

r 

み
を
一
日
も
早
く
解
消
す
る
た

-

め
、
交
通
事
故
相
談
所
を
設
け
、

専
門
の
相
談
貝
が
、
示
談
の
仕

方
や
調
停
、
裁
判
の
方
法
、
あ

る
い
は
賠
償
額
の
算
定
、
請
求

方
法
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

交
通
事
故
相
談
所

で
す
。
暴
力
事
件
が
毎
日
の
よ

う
に
報
道
さ
れ
、
隣
近
所
に
お

い
て
も
、
悪
臭
、
騒
音
な
ど
の

苦
情
が
あ
と
を
断
ち
ま
せ
ん
。

家
庭
内
に
お
け
る
夫
婦
、
親

子
間
や
、
隣
近
所
で
お
互
に
よ

く
話
し
合
い
、
十
分
理
解
し
合

う
こ
と
が
人
権
尊
重
の
出
発
点

で
す
。
お
互
い
の
対
話
に
よ
っ

て
明
る
＜
住
み
よ
い
町
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

●
隣
近
所
の
い
や
が
ら
せ
、

家
庭
の
い
ざ
こ
ざ

●
借
地
、
；
惜
家
の
も
め
ご
と

●
同
和
問
題
で
差
別
さ
れ
た

し
ゃ
く
な
げ
・
つ
つ
じ

ま
つ
り
行
事

4
/
8ー

5
/
5

◇心配ごと相談◇

、、あ気軽に相談所へ、

◎相談時間

各相談日とも 9時～ 16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日 担当相談員

4月25日 谷本・佐久保相談員

5月5日 山中•宮本•福田 II

5月15日 都谷 ・蔵田
＂ 

5月25日 戒野・森本 ＂ 

と
き

●
離
婚
、
扶
養
、
相
続
そ
の

他
の
法
律
問
題

で
お
悩
み
の
方
は
、
人
権
擁
護

委
員
か
法
務
局
へ
ご
相
談
下
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
当
町
の
人
権
擁
護
委

員
は
次
の
方
々
で
す
。

大

谷

都

谷

文

雄

さ

ん

中
居
谷
飛
野
虎
生
さ
ん

4
.
2
2
ー
23

え
び
ね
ら
ん
展

示
即
売
会
（
分
校
）

4
.
2
3

丸
山
大
師
ま
つ
り
(
-

丸
山
公
園
）

4
.
2
9

川
柳
大
会
（
肱
川
町

公
民
館
）

縄
鎮
神
楽
公
演
（
丸

山
公
園
）

4
.
3
0

お
茶
会
（
丸
山
公
園
）

5
.
3

子
ど
も
の
ど
自
慢
大

会
（
鹿
野
川
園
地
）

利
用
下
さ
い
。

【
定
期
相
談
日
と
場
所
】

●
場
所
大
洲
市
役
所

●
相
談
日
毎
月
十
日
、
二
十
日

●
受
付
十
時
ー
十
五
時

土
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
に
あ

た
る
場
合
は
、
そ
の
翌
日
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
県
庁
（
本
館
二
階
）
交

通
事
故
相
談
所
で
は
、
日
曜
、
祝

祭
日
を
除
く
毎
日
、
九
時
か
ら

十
六
時
ま
で
受
付
け
ま
す
。
。

●
日
時
五
月
八
日
・
九
日
●
●
と
こ
ろ

●
と
こ
ろ

子
宮
が
ん
検
診

●

と

ぎ

五
月
十
七
日

十
三
時

1
十
五
時

肱
川
町
公
民
館

●

と

ぎ

五
月
十
五
日

十
時
ー
十
五
時

肱
川
町
公
民
館
｀

税
の
知
識

3

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税
金

四
月
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ

た
方
、
給
与
に
か
か
る
税
金
の

し
く
み
を
ご
存
じ
で
す
か
。

所
得
税
は
、
給
与
や
ボ
ー
ナ

ス
を
も
ら
う
と
ぎ
に
天
引
ぎ
で

徴
収
さ
れ
る
「
源
泉
徴
収
制
度
」

を
と
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
所
得
税
の
計
算
で
す

が
、
次
の
よ
う
な
算
式
で
は
じ

き
出
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
額
1
1

（
年
収
ー
給
与
所

得
控
除
額
ー
所
得
控
除
額
）
X

税
率給

与
所
得
控
除
と
は
、
商
売

な
ど
を
し
て
い
る
人
た
ち
の
場

合
で
い
う
必
要
経
費
に
相
当
す

る
も
の
で
す
が
、
次
の
よ
う
に

計
算
さ
れ
ま
す
。

①
年
収
百
五
十
万
円
以
下
の

場
合
1
1

年
収
の
四
割
（
た
だ
し
、

計
算
し
た
金
額
が
五
十
万
円
未

満
の
場
合
は
五
十
万
円
）

②
年
収
百
五
十
万
円
ー
三
百

万
円
の
場
合
1
1

年
収
の
三
割
プ

ラ
ス
十
五
万
円

③
年
収
三
百
万
円
ー
六
百
万

円
の
場
合
1
1

年
収
の
二
割
。
フ
ラ

ス
四
十
五
万
円

④
年
収
六
百
万
円
以
上
の
場

乳
児
健
康
相
談

●
と
こ
ろ

●

内

容

●

と

き

合
1
1

年
収
の

一
割
。
フ
ラ
ス
百
五

万
円と

こ
ろ
で
所
得
控
除
と
は
‘

所
得
税
の
負
担
が
、
所
得
水
準

の
低
い
人
に
と
っ
て
重
す
ぎ
な

い
よ
う
に
、
ま
た
、
納
税
者
の

負
担
能
力
に
影
響
を
与
え
る
よ

う
な
個
人
的
事
情
も
考
え
て
、

所
得
金
額
か
ら
一
定
の
金
額
を

控
除
す
る
も
の
で
、
生
命
保
険

料
控
除
や
配
隅
者
控
除
、
基
礎

控
除
な
ど
十
四
種
類
あ
り
ま
す
。

さ
て
税
率
で
す
が
、
課
税
所

得
合
額
が
六
十
万
円
以
下
の
場

合
の

一
0
％
を
最
低
に
、
八
千

万
円
を
超
え
ゑ
場
合
の
七
五
％

ま
で
の
超
過
累
進
税
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。

毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か

ら
差
し
引
か
れ
る
所
得
税
は
‘

一
定
の
税
額
表
に
よ
っ
て
源
泉

徴
収
さ
れ
ま
す
が
、
士
一
月
に
、

棗
調
整
に
よ
っ
て
精
算
が
行

わ
れ
ま
す
。

●
と
こ
ろ

人
権
法
律
相
談

●

と

き

五
月
五
日

九
時
ー
十
六
時

肱
川
町
公
民
館

五
月
十
日

十
三
時
1
十
五
時

肱
川
町
公
民
館

妊
娠
中
の
生
理

行
政
相
談

●
受
付

田
親
学
級

十
一
日
が
肱
川
町
公

民

館

五

月

十

日

大

谷
公
民
館

十
三
時
ー
十
四
時

し→

ゥ寄


